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現代韓国語動詞のアスペクト
高正道
まえがき
この論で私は現代韓国語のアスペクトの基本的な意味をしらベた。
アスペグトの研究は、ヨーロッパ、アメリカなど世界の色々な言語学者
(1) 
がすすめているが、私は方法論として日本語に関する奥田靖雄の論に従っ
た。
奥田論の大原則は次のようである。
。日本語のアスペクトは~スルの形〔完成相)と~シテイルの形(継続
(2) 
相〉の対立と統一にみられる形態論的なカテゴリーである。
。形の対立をもっていない動詞(ある、いる、そびえている〉、あるい
は、形の対立をもっていても形式の上だけで、意味はまったく同じで
ある動詞はアスペクトを欠いている。
。アスペクトをもっている動詞の完成相の基本的な意味はひとまとまり
の動作をさしだすことであり、継続相は継続の中にある動作をさしだ
すことである。
韓国語の動詞のアスペクトに関する研究は色々な研究者によって行われ
ているが、 (1)形態素主義(例えば""'''"'叶武一るit・の研究〉、 (2)対立する
形と切り離して孤立的に一つの形をしらべる研究、 (3)形とは別に意味のわ
くに形を列挙した意味論主義など、いずれもシステムアプローチがないと
言わざるを得ない、つまり、断片的なところで、事実はかなり明らかにな
っているが、その事実がアスペクトの体系の中でどのような位置をしめて
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いるか、明確にされていない。
ここでは、今までの韓国語の研究者の研究業績に基づいて、また奥田の
アスペグト論に従って、新たに分析を試みた。
第一節韓国語の動調のアスペクト
韓国語動詞のアスペグトの形は~を斗 handaと言う基本的な形のほか
に、~斗JL ~斗 hago-itta と~舌'B ~斗 hae-itta がある。この三つの
アスペクト的な形に名前を与えておく。この命名は、今後の分析によって
もっと適切なものにあらためられる暫定的な仮りのものである。
~せ斗 handa--単純相
~ヰJL ~斗 hago-itta--持続相
~剖 ~斗 hae-itta-一結果相
この三つの形は、すべての動調に備わっているのではない。その動調が
どの形を取ることが出来るかによって、すなわち、その動詞の語い的な意
味におけるカテゴリカルな意、味によって、次のような三つのタイプに分か
れる。
1 ""-'吐斗 handaと~斗JL ~ q hago-ittaしかもたないもの(司
~ qhae-ittaをもたないもの〉。
2 ""-'せ斗 handaと~言'B ~斗 hae-itta をもつもの。
3 ""-'註斗 handaしかもたないもの。
1のグループに入る動調を、一応、動き動詞と呼ぶ。
2のグループに入る動詞を、一応、変化動詞と呼ぶ。この類の動詞の中
には~古トヱ ヌi斗 hagoittaをもっ動調も、もたない動詞も入っている。
このことについては第二節の動調の分類でくわしく述べる。
(3) 
3のグループは、基本的な意味においてのアスペクトの面で、形の対立
をもっていないのでアスペクトを持たない動詞と認める。
アスペグトはテンスとからみあって、終止形叙述法のムードにおいて次
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の図表の通り六つの形に分かれる。韓国語のテンスとしては通常、現在形、
過去形、未来形が認められている。 しかし、いわゆる未来形 C'"持戒斗
hagetta)は推量・意志のムードの形と認められる可能性があり、 ここで
はテンスからはずした。しかし問題はなお残っている。
(図1)
与示竺| 現在未来形 過 去 形
単 高塩 相 ~吐斗 ~或叫(~handa) (~haetta) 
持 続 相 ~言ト:5L il.斗 ~言トZ R121ヰ( ~hago-itta) (~hago-iss凸tta)
結 果 相 ~司il.斗 ~司.v~斗( ~hae-itta) ( ~hae-iss凸tta)
第二節動詞の分類
第一節で述べたように、アスペグトの観点から、韓国語の動調は、次の
ように分類される。
1 '"を斗 handaと~斗Jl.. ~斗"，hago-itta しか持たないタイプ
(動き動調〕
これは主体の動き・動作を表す動調で三つのタイプに小分けされる。
1)主体の動きを表す自動詞〔動き自動詞)
2)主体が客体に働きかける他動詞(動き他動詞)
3)主体が客体に働きかけたり、主体自身が動いたりして客体と一定
の関係に入り、その関係を維持する他動詞(関係維持動詞)
1)動き自動詞の例:せ斗(歩く〉、ミトヰヰヰ(勉強する〉、 せ斗(飛ぶ〉、
ミE斗(遊ぶ〉、2c.l'l1言ト斗(歌う〉、斗叶斗(通う〉、斗干斗(言い争う、
争う〉、叫す言}斗(答える〉、屯"-1斗(震える〉、唱--'..:j叫斗〈騒ぐ〉、~
斗斗(輝く〉、 λ:i-<j叫斗(ぶらつく〉、位受。l言トヰ(あとかたづけをす
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る〉、詰斗(病む〉、全斗(泣く〉、受斗(笑う〉、司l営利斗(泳ぐ〉な
ど。
2)動き他動調の例:惑を叫斗(観察する〉、 71斗叶斗(待つ〉、立斗(見
る〉、斗手叫(扱う〉、千三司斗(打つ〉、丑スl三斗(こする〉、ロl♀J斗
斗(にくむ〉、叫叫~斗(ながめる〉、刈l 斗(数える〉、さ主。ト立斗(にら
む〉、(号音〉全司斗[(鍾を〉鳴らす]、刈斗(計る〉、事量斗(ゆすぶ
る〉、対l今井斗(続ける〉、設斗(酷める〉、苦斗(売る〉、子安斗(せ
めたてる〉、苛斗(掻く〉、午三斗(押す〉、借斗(かむ入社。ト司斗
〈醤じる〉、す斗(焼く〉、公斗(ゆでる〉、せ己l斗〈乾す〉、 PJ:吾斗(造
る〉、屯ヌヰ叶斗(押し退ける〉、弓主斗斗(掃除をする〉、 4斗(積み込
む〉、浅斗(洗う〉、スト_g_斗(切る〉、 fE叶斗斗(整える〉、現1_g_斗(突
き刺す〉、吐王電ヰ斗(剃る〉、升ヰ司王司斗(つぶす〉など。
3)関係維持動詞の例:
A)身につけ動詞、万l斗(はめる〉、叫司世斗(着替える)、ぺl斗(履
く〉、主主斗(かぶる〉、世斗(着る〉、斗斗(はめる〉、社主l斗(掛ける〕、
官斗(つける〉など。
B)体の一部を表す対格の名詞とくみあわさって主体の状態の変化を
表す動詞、今。l斗[(手を〉下げる]、(会合〉叫官斗[(手を〉だす〕、
〈会合〉叶司斗[(手を)おろす]、を叶三司斗[(くびを〉延す]、 C-it
合〉社斗[(目を)とじる]、(子呈含〉君主斗((膝を〉突く〕、 . ~斗(延
す〉、(毛告)'?;;¥斗[(手を〉のせる〕、など。
C)その他、音司外斗(とりかこむ〉、 C-il:-含〉せ斗[(戸を)あける〕、
せ斗(とじる〉、 7ト司斗(覆う〉など。
この動き動詞は、すでにのべたように~吐斗 handaのほかに~許ヱ
~斗 hago-itta しか持たなし、。つまり~司民 斗 hae-ittaを持たない動
詞で、この中1)の動き自動調と 2)の動き他動調は、持続相~斗早 足斗
hago-ittaを取って、主体の動作の持続中を表す(三節の例文18)、19)参
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照〉。これに対L、3)の関係維持動詞は、持続相~ヰ1 2lヰ hago-itta
を取って二つの意味を表すことが出来る。
その一つは主体が客体と一定の関係に入るために、客体に働きかけたり、
主体が自ら動いたりする過程を表す表現である。
。ュ七社社舌1Yヌト吾&ヱヌl~斗。
彼はゆっくり帽子をかぶりつつあった。
もう一つは、主体が客体と一定の関係に入った後、それを維持している局
面も表す表現である。
。ュ七 せ社 yスト号 占土玉工 ~~斗。
彼は赤い帽子をかぶっていた。
この二つ意味のいずれを実現するかは場面・文脈によってきまるが、とも
に持続である点では同じである。
図1
a ノト-8---
iノσ!
ーーーーーーーー "ー"" I 
動き l~j ・他動詞の持続相が表す局面 関係維持動詞の持続相が表す局面
2 "-'吐斗 handa、~言B ~斗 hae-itta を持つタイプ(変化動詞)
これは基本的には、主体の変化を表す自動詞であり、動き他動詞の受身
形〔あるいは、対応する自動詞〕もこのタイプである。この変化動調は次
のように四つに下位区分される。
1)位置変化自動詞、ァト斗(行く〉、主斗〈来る〉、号。ト7ト斗(帰る〉、を
。ト_2_斗(帰る〉、号叶ァト斗(入る〉、音司7}斗(下る〉、 王斗ヰヰ(到
着する〉など。
2) 姿勢変化自動詞、-^~斗(立つ〉、 tk斗(坐る〉、 fE斗(よこたわる〉、屯
。fλ:~ t斗(立ち上がる〉、唱。1斗斗(起きる〕、屯叶ZK斗(腰掛ける〉な
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ど。
3) 段階的に変化が行われる自動司、音斗(固まる〉、 7~ 斗(晴れる〉、持
斗(溶ける〉、ロト三斗(乾く〉、唱斗斗(変る〉、苦斗(くっ付く〉、 λ1
号斗(枯れる〉、舛斗(腐る〉、受斗(濡れる〉、斗斗(冷める〉など。
4)動きに随伴して変化が行われる自動調、 1せ斗(残る〕、 1斗(空く〉、
珪~舌ト斗(脱落する〉、常号斗斗(命中する〉など。
この変化動調は結果相~吉B ~ t1-hae-ittaの形を取って、主体の変化
の結果を表す。この変化動調は、大体、主体の変化にむかっていく過程を
~斗Jl. ~斗 hago-itta の形で表すことが出来るが、それが出来ない動詞
もある。私が用例として集めた資料の範囲では、この変化動調の数が限ら
れているので断定は下せないが、 4)のクツレープは、持続相で主体の変化に
むかっていく過程を表すことが出来ないと思う。 4)のクゃループの動詞に共
通する特徴は、ほかの動作が前提になって、その結果、問題になっている
変化が附随的に行なわれる場合、その変化をとりたてて表す動作と言うこ
とが出来るかと思う。それ以外の1)、2)、3)類の動詞は、その動作が瞬間
的になりたっても王斗叫斗(到着する〉、(例文29参照〉、その変化にむか
う予備動作があるので、それを ~許Jl. ~斗 hago-itta の形で表すこと
が出来る。
別に、この変化動調は、変化の種類によって二つに下位区分することが
出来る。その一つは変化にむかっている途中なら、いつでもその動調の語
い的な意味の変化とみとめられるタイプ(3)と、もう一つは、それがみとめ
られないタイプ、すなわち、その変化の完成点が多いタイプ(3)と、その変
化の完成点が一つしかないタイプである(1、2)。これらの区別については
第三節のめヰJl. ~斗 hago-itta の所で図を用いて説明する。
これらの動詞(1、2、3)は、ともに変化の完成点にむかっていく過程を
持続相で表し、変化の完成した後の状態を積極的に~司 妓斗 hae-Itta
の形で表す。
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3 '"せ斗 handa しか持たない動調('"許.:;:z_~斗 hago-it旬、司 ~斗
hae-ittaが現れにくい動調〉
1)祖幸吉ト斗(結婚する〉、中退許斗(中退する〉、警句叫斗〈卒業許斗)、
成功叫斗(成功する〉、-i!lil1言トヰ(失敗する〉、君主1言トヰ〈合格する〉、
病死言トヰ(病死する〉など。
2) (λl 社。1)弓i~ 斗((時聞が〉かかる〕、(凶1 ・2-01)号斗((費用が〉かか
る〕、叶合~斗(似合う〉など。
これらの動調は、アスペクトを持たない動調である。これはあくまでも
基本的な意味においてであって、複数主語のくりかえしの場合は~升Z
~斗 hago-itta の形を取ることが出来る。
。 JL~いl 七 サl-'j叫骨母音。10ト子 オt!-l 否I~ol を喜吉ト.:;:z_ ~斗。
このころは大学生が平気で結婚している。
1)のグループは、社会的な変化動詞で、 2)のグループは状態動調として
小分けすることが出来る。
この類の動調は、くりかえしあるいは主体の傾向を表す用法を例外とし
て、アスペクトの基本的な意味の対立においては「持続相」と「結果相」
をもっていないので(アスペクチュアルな形の対立をもっていないので〉、
アスペグトをもっていないと規定する。
しかし、1)の動詞の場合、主体の社会的な変化の結果の状態を表せな
いかと言えば、そうでもない。この場合は単純相過去形を取って、すなわ
ち、単純相過去形のペルフェクト的な意味を使って、表現することが出来
る。
。ュ λトす45 祖喜雪~òj 。
彼は結婚しているよ。
単純相過去形のベルフェグト的な意味については三節ののでくわしく述
ベる。
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第三節韓国語のアスペクトの形の基本的な意味
1 せ斗 handa(単純相現在未来形〉
単純相現在未来形~せ斗 handaは、持続相~斗l 対斗 hago-itta、
結果相~司 ~斗 hae-itta が積極的に mark されている意味を表すのに
対して、 unmarkedである。現在の場合は Imperfectiveにならざるを得
(4) 
ないが、未来になったら Perfectiveである。
1) ユ叶]7トとごと唱 ~o] 会。1~o] 叶 苦~斗。〈中略) ~n] 主主叶合 せ斗
7]♀l司 王 斗告し十斗0//(。ト叫21)
彼女が心安くわらいながら、たずねた。(中略)Iミス朴に会うために
また出てきます。」
2) 1:'<主張合 同i七?J I旦主~ ;;.Jl世名 1-l17ト弓l斗。J(♀分 361)
ももし見つけられた時は?今 、すべての責任は私が取るJ
以上、未来の例文である。この場合、アスペクト的には Perfectiveで
ある。
3) -----令44さ スic9ヌト 金司 ヰ _C>_-"J言ト斗叫斗王Lo(中略)-----三主 o }B]j 
叫HJo]己十七 同l合ス!王L00
~実は、あの方は今年ちょうど51歳だそうです。(中略)-----あの下の
メシルと言う所にすんでいます。
4) I斗17ト 斗 ~，}t:-L 7Jj斗子叫1-r叶lと。l量 7トヌ~ 0] 斗号舌トス1~美吐毛、
2己主スl 役七斗。J(吋吾88)
「私は塑三主主至。食客のせいで君の家庭がなごやかでないのだ。
5) I場主l 七ヌl 号叶叶~J.1 ?JI号泣叶] Á~ 吐を ÀJ~ oJ 
「ヨンヒは今どこ?J I戸の前で靴をはいている〔ところ〉よ。」
6) I。ト! 叫叫沖 電叶弓l斗! 子♀司 7トヰ !J
「ああ! ピラがおちている。(空主竺竺盗塁2拾いに行こう /J
7) や堂 λト昔堂旦止主。せ司 法。ド。(電車の中で横に立っている
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友達に蟻く〉 もああ、たちあがっている! (=たちあがりつつある)
はやくすわれ。。
8) i o~ ó~ 叶 0 1= <>1 ~ スト子 7ト叶 ?J
「父ちゃん今どこまで行くの?J
以上は~詮斗 handaの現在 Imperfectiveの用法である。このように
韓国語動詞の動き動詞は現在の主体の動きの継続を、 この~苛斗 handa
の形を取って表すことが出来るし(例文3、4、5)、変化動詞の場合は、 4)
のグループのような過程性がない動調をのぞいて、現在の主体の変化にむ
かつてし、く過程を表すことが出来る(例文6、7、8)。 この場合は~吐斗
handaのかわりに持続相の形~許.Jl. ~斗 hago-itta を取っても同じ意
味になる。
このように韓国語の~吐斗 handaの形は、アスペクト的に未来の場合
は Perfectiveの用法をもっているし、現在の場合は Imperfectiveの用法
で使われている。
2 -----設斗 haetta(単純相過去形)
単純相過去形~設斗 haettaの基本的なテンス的意味は、過去である。
アスペグト的には基本的に Perfectiveの意味をもっていて、動き動調は、
その動きをーまとまりとして、変化動調はその変化をーまとまりとして表
す。
的 、ァトヰ10] ォlλL歪。♀~] 0ト叶ヌ1 せ匂叶斗ク言トミ工を すすす……司
号言ト苅l会'3i斗。(同行407)
や父親がし、ます。私のおやじを言っていますJ と言ってハハハ……
とぼんやり笑った。
10) i叫7]7ト 常叶1ペ 喜スト量三工 ~7] 叶l 同]~].Jl.号<>1主士会叶斗。J (0ト
叫1]46)
「こどもが外で一人であそんでいるので、連れて来ました。」
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単純相過去形~戴斗 haettaに Imperfectiveの用法もあると'-<-P宮牛
Sochong Soo (1978、苛号 177)に指摘されているが、それが基本的な意
味であるかどうかは、はっきりしない。私の集めた資料には、 この Im-
perfectiveの用例がなかったので、断定は下せないが、動き自動詞、動き
他動詞の場合はこの用法があると考えられる。
11)斗セユ司社サを合主堂J4-o(ペ司令 1978)
私はその時さかんにお酒をのんでいた。
12) [""叶刈1 9ペ叶l輔重丘三J[""圭圭量当。」
「昨日九時に何をしてたの?J [""勉強してたよ」
12)の例文は私が実際に留学生会舘に住んでいる韓国人留学生10人に質
問した結果、 9人は~憩斗 haettaの形で、 1人だけが~許三L ~斗
hago-ittaの形で答えた。
しかし、この Imperfectiveの用法は、動き動調の関係維持動調と変化
動調には適用されない。
ここでは~或斗 haettaを単純相過去形と名付けたが、その時の過去と
言う意味は、現在(発話の瞬間)以前をさしている。直前の過去の動作や
変化でも、現在に結果が残っていても、いなくても、この形(""設斗 haeta)
で表すことが出来る。
Pertectiveの意味~憩斗 haettaの意味は、なんらかの点で現在とむす
びついているか、いないかによって、また二つの変種(Variant)に分かれ
る。
(6) 
(1) ベルフェクト (Perfect)的な過去
ペルフェクト的な過去は過去形の独立の意味でなく、アクチュアル(ac・
tual)な過去の意味の変種であると認められる。これは、発話の瞬間以前
に起った動きや変化がなんらかの点で現在とむすびついていると言うニュ
アンスをもっている。このニュアンスを持たない単なるアクチュアルな過
去(アオリスト aorist的な過去)とは、この点で対立している。
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13) iす屯ft号全 斗"H社 λト4世y斗吐、毛主斗七 宮叫~舎叶斗。J (.9-j 
号 300)
「抗日運動をやったのは事実ですが、結果は変わりました。」
14) i叫吋ァト設子斗! 叫lロ]0]: O-Jぺ す斗吋叫!J (高霊341)
「父ちゃんが来た! 嫁ちゃん、はやく食事のしたくをして!J 
15) i "<，i À~ 司、 2 詞]0]スl社ヰ斗妓叶♀。」
「先生、この2ページ、もう書きました。」
このベルフェクト的な意味の場合の ~憩斗 haettaは、変化動調の場
合の~吉n ~斗 hae-itta の領域と似ているが、それぞれの表す重点が別
にある。ベルフェクト的な過去の意味の重点は、変化自体(話した瞬間よ
り前のそれぞれの変化動詞の語い的な意味の変化〉にあるし、~司 妓斗
hae-ittaの場合は、変化の結果、生じた現在の状態に重点がある。
。毛主斗長 官E十忍会yt:十。
結果は変わりました。
o?量三ヰ七 号叫A] ~会y t:十。
結果は変わっています。
(2) アオリスト (aorist)的な過去
単純相過去形は、前で挙げたようなベノレフェクト的なニュアンスを持た
ず「現在から相対的に切り離された過去の特定の一つの時間に実現した動
きや変化を表すことが出来る。
16) i互ロl外宮司斗叫電。十七7ト?J
「電刈7} 外銀斗。J(外刈 72)
「トミ、言ってみて、何を知ってるか?J
「兄弟が争った。」
17) OlIj 7]7ト o.:J-"l-社 。]0]:7]吾 zヰ叶寺7] λ]~十議斗。(中略) iを号 安
。ト1-11七司1] "<j 号雪~O-J。ユ寵~ .9-j Àd-毛毛噂 À~ 叫l 鼠じl~oJ(手斗 249)
スエギが予想外の話をだしはじめた。(中略)i結局見つけるのに成功
50 
したよ。その時、おじさんは病気だった。」
3 '"許JL ~斗 hago-itta (持続相現在未来形)
持続相現在未来形~許JL ~斗 hago-itta は、テンス的に現在・未来
であるし、アスペクト的には、積極的に動作の持続中であることを表す持
続相である。そして、動作の持続中であるか、あるいは、ーまとまりの動
作であるかが、 markされていない~せ斗 handa(単純相)と対立して
いる。
この~言トヱ ヌi斗 hago-ittaの意味を動詞別に分けて考えて見ると、
動き動詞の場合、動き自動調と他動詞は主体の動きの持続の局面を表す。
これに対して、関係維持動詞は主体の客体に動かしている局面と、その結
果生じた客体との関係を維持する局面との、両方を表すことが出来る。い
ずれを実現するかは、場面・文脈による。
18) rユ叫 せ守叶lペ 。いト互吾弓i斗l叶。1 AJ-JL ~叶。'"J (王子 26)
「ああ、安養のアパートで暮らしているよ。」
19)斗モ λトす号そを そ受7十五十J主主 全分含 えl三L ~斗。(ò-j 13) 
他の客たちは箸でテーブルを叩L、ている。
20)ユ吋スト 叶叶Y7ト斗λ1 会主司71 λ1~十社斗。号合社升l 凋I~JL
~じト。(叶 13) 
やがてまた、ふたたび母が愚痴をこぼしはじめた。長々と首を伸して
し、る。
18)、19)は動き自・他動詞で、主体の動きの継続を表している。この場
合は単純相~吐斗 handaの形におきかえられる。 20)の関係維持動調の
場合は、主体が主体の一部である客体をある関係まで動かして、それを維
持している局面を表している。この場合は、単純相~吐斗 handaにお
きかえることが出来ない。なぜなら、関係維持動詞が~吐斗 handaの形
を取ると主体が客体を動かしているところまでの領域をカバーするが、維
現代韓国語動詞のアスペクト 51 
持する局面までは及ばないからである。
変化動詞の場合は、~斗:iL ~斗 hago-itta の形を取って変化の完成ま
での過程を表す。
21) i叶干0]7トせ井手吾 7トス]J工 吐£斗 7]是0] 号外Ai t;.j 1!喝1!
春卒叶 Ji>.:iL ~同l 。L，J (叶 82)
「お母ちゃんが米袋を担いで来るじゃないか。上機嫌で、ゆらゆら踊
りながら帰って来るところだぞ。J(=来つつあるぞ)
持続相現在未来形~許:iL ~斗 hago-itta の未来の例は、私の集めた
資料にはなかったので断定は下せないが、次の例文を作ることが出来る。
2) i叫屯唱λl吋IHラ呼今0] 到しl?J í斗七叫屯 ~λl吾吋l七吐o.}
同]VJごと号唱州p.↑ 同]VJごと云]J1. ~ò~o 9λ]30是ヰ叶 10λ130分ヰスl七
司令。lオモ。ユ叫警司lt.-Jごと:SL主吋l斗壱司?J
「あした10時に約束があるの?J i私はあすの10時ごろにはハンヤンテ
ニスクラプでテニスをやっているわ。 9時30分から10時30分まではレ
ッスンだから。そのころテエスコートに来てくださる?J
4 '"叫:iL ~~斗 hago-issötta (持続相過去形)
この形は~許:iL ~斗 hago-itta の過去形で、アスペクト的には~許
:iL ~斗 hago-itta '"と同じように Imperfectiveである。
23)叫司斗玉工斗弓ドト。l吾喫叫豆¥'l斗号耳p司 社社叫斗主AJ.叫 7ト
斗手玉工 説法斗。(晋 26)
代理と課長の聞を好き勝手に行ったり来たりしながら、陳先輩と越先
輩とは言い争っていた。
24) ♀司号叫 λト昔~ Zl"Zl"斗モ帝宣言司 会旦吾吾首1現l寺三L 吾
~舌1 号電電午喝。1 吾 71 斗 i!-1 :iL ~ 9;l.斗。(嘆 10)
私の三人はおのおのの形の異なる陰謀を企てながら、不意に出現する
はずのシェパードを待ちうけていた。
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25)吐 λトす毛屯甚会合唱9;).七吋1号叫l七号叫吾社3L ~蛍斗。
一人は和服で、首に縮帯を巻いていた。
23)、24)は動き動詞の中で動き自動調と他動詞の例である。これらは主
体の動きの継続である。 25)は関係維持動調で主体が客体を動かして、あ
る関係に入った後、それを維持している局面を表している。関係維持動調
の場合、主体が客体を動かしている局面の例文が見つからなかった。しか
し、次のような文をつくることが出来る。
o .J干叫l社社舌l号叫吾 社1 2l労斗。
首にゆっくり細帯を巻いていた。
26) サ吾」主豆叫{斗~t1 ~oJ 01 ♀ç..Hl~主主主3L ~対斗。
窓をとおして見ると、軍人が私の家に来つつあった。
27)ヰヰ玉 7}71吾斗 ぜ金正L珍。19;).吐ス1 言ト吾含 Z工叶、 zktt吐
ヌト司叫1Ai 屯叶A司王工 ~9;).t::L (馬 156)
未亡人も庖をしめようとしたのか、あくびを止めながら、すわった席
から立ち上がっていた。(=立ち上がりつつあった)
28)ゑ叶七社電司主主意。fス1~吾舌ト吐Áì ~福 井万ト斗ヌ13L ~妓斗。
(嘆 2)
声は間駄的に途切れたりしながら、いよいよ近づきつつあった。
29)ヰ仕堂xx営えトァト サ斗斗i玉斗言トユ工 説会叶斗。 Ai合帯 会司会
~oì 吋叶七号社。l 滋玉三寺会主トそ凶l吾利 子λ]71叫す叶斗。
プサン発xx列車が当駅に到着しつつあります。ソウル行きのお客様
は忘れもののないようにご乗車お願い致します。
以上は変化動詞の例である。
26)は位置変化動調で、変化が始まって終るまでの過程を持続相で表し
ている。
27)は姿勢変化動調で、 この持続相過去形の形を取って、位置変化動詞
と同じように過去における変化が始まって終るまでの過程を表している。
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28)は段階的な変化動調の例である。この類の動調は徐々に変化する段
階で、どの地点でも持続相で表すことが出来るし、また、結果相でも言え
る。持続相で表す時は、変化の途中であることを表す時は、そのへんまで
の変化の結果を表す。
29)はアスペクト的な特徴を説明するために現在形の例文を示したが、
過去形の場合も成立する。ここで使われる動調は位置変化動調の仲間であ
るが、その動調の語い的な意味において瞬間性をもっている特殊な動調で
ある。しかし、持続相の形を取ることによって、その予備動作を表すこと
が出来る。この変化動調の色々なタイプを図式化して見ると次のようにな
る。
図2
①位置変化動詞と姿勢変化動詞
HAE-ITTA 
lLゐ--
lJ可 l
一一ー イ ¥HAGO-ITTA 
②段階的な変化動詞
。→
?
?》
?
?
? 」
@:瞬間性をもっている位置変化動詞
(ex.到着叫斗)
?????
?
?
???
?
?
?
?
、 ?
?
?
?
?
?
5 ""吉，~ 9J.斗 hae-itta(結果相現在未来形)
この形はテンス的には現在あるいは未来であるし、アスペグト的には主
体の変化の結果を表す結果相である。そこで、この結果相をもっ動調は変
化動詞に限られる。
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30)子社。1電7] 号45 唱音豆 司吾XJL -^i一一塁空。(斗叫ぜ 86)
クチャンが血気のいい顔で笑いながら立主主ど至。
31)昔契合 せoト 唱音。l千斗」主主二萱号。↑ 対斗。(斗叫ぜ 93)
光で顔が澄色に皇三土主ど至。
32) 10] ユを姐 斗芳望。] 0ト~ 呈丘一一旦旦。"'J
「ここの陰、木の葉がまだ濡れてるわ。"'J
この結果相現在未来形~司 ~斗 hae-itta は、単純相過去形~或斗
haettaのベルブェクト的な意味のさししめす領域と同じであるが、それ
ぞれのニュアンスは違う。結果相現在未来形司 ~斗 hae-itta の形を取
る場合は、変化の結果の現在の状態に重点があるし、単純相過去形の場合
はその変化自体に重点、があって、現在の状態は二次的である。
6 ""'言~ ~蛍斗 hae-issるtta (結果相過去形)
この形はテンス的に過去であるし、アスペクト的には結果相である。こ
の形をもっ動詞も、~舌'B ~斗 hae-itta をもっ動詞と同じように、主体
の変化を表す変化動調である。
33)キ斗斗是"'<;I0]7ト号ロト手吋l屯叶設。ト 文i妓斗。
姉と妹の粉仙とは縁側に腰を掛けていた。
34)斗叶 叫E十吋1七そ吋1]~壬吋l 子工言。1すす器官~ ~斗。 (oi 4) 
橋板にはところどころぽっかりと穴があいていた。
注
(1) 奥田靖雄 (1977、1978)rアスペクトの研究をめぐって」と言う題で『ことば
の研究・序説』奥田靖雄 (1984)に入っている。
(2) 文法的な意味・機能において、同類の形態論的な形を体系のもとにまとめあげ
る、一般的な・本質的な特徴。
(3) ある動詞の語い的にさししめす動作や変化を、割り込んだ形で表すか、あるい
は、ひとまとまりのものとして表すかの対立を、ここでは基本的な意味におい
てのアスペクトと言っている。これに対して韓国語の動調が持続相の形を取っ
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て、くりかえし、単なる状態などの意味にもなるが、これはアスペクトの派生
的な意味とみなす。
(4) ここで言う Perfectiveは、動作あるいは変化を始まりから終りまでーまとま
りのものとして表すことである。 これに対して、 Imperfectiveは動作あるい
は変化を割り込んだ形で表すことである。
(5) 鈴木重幸、 1979i現代日本語の動詞のテンス」の43ページ参照。この論文は言
語学研究会編「言語の研究」に入っている。
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